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自己紹介にかえて



ここは、どこ？

大阪府立
中央図書館

川中邸

東へ約1km



淀川なのに大和川

川中家文書「河内扇」
（大阪府公文書館所蔵 ）

川中家



淀川大洪水で浸水した村

大阪府管内 明治十八年六月十八日
澱川筋枚方堤破壊ニ付水害村市取調図
（資料提供：国土交通省淀川資料館）



• 「大阪百年史」に記された被害状況

堤防決壊 211
浸水町村 997
流失家屋 26,121
死者 293

（参考） 大阪府を襲った主な災害 （大阪府ホームページより）

死者数 家屋全壊 家屋半壊 床上浸水 床下浸水

昭和9年
室戸台風

1,812 14,368 15,674 142,910 40,830

昭和25年
ジェーン台風

240 10,625 60,708 54,139 40,025

昭和36年
第二室戸台風

32 3,386 21,356 61,488 59,729

被害の規模



上奏文 ①

堤防一タビ決スルヤ忽チ
数十戸ヲ押流シ奔流滔々
倐チ茨田郡ニ盈チ漸ク南
進シテ讃良郡及東成郡ニ
入リ百数十戸ノ村落檐ヲ
没スルニ至ル



上奏文 ②
水愈々暴漲将ニ南寝屋
川堤ヲ衝破セシノ勢アリ
若シ更ニ之ヲ決セハ其災
ノ及ホス所測ルヘカラス
此ヲ以昔享和ノ災野田村
堤防ヲ断チ以テ猛暴ナル
湛水ヲ放注セシ故轍ニ依
リ輒チ臣等僚属ヲ率ヒテ
野田大長寺ニ次シ直ニ截
断ノ工ヲ創メ二十日午後
疏通ノ功成ル



上奏文 ③
二十八日午後暴雨再ヒ下リ越テ
七月一日ニ至リ雨益々猛風又暴
ヲ加ヘ漲水益々激ス此ニ於テ伊
加賀村決所嚢ニ築塞竣功ニ乗ント
シテ更ニ壊ルヽモノ百五十間餘旦
前水ノ河内南部ニ入ラサリシハ寝
屋川堤防ノ拒障ヲ為セシニ因ルモ
後水ハ既ニ其堤上ヲ溢レテ南進
シ若江河内渋川ノ三郡ニ及ホシ逾
渺其津涯ヲ見サルニ至ル



明治十八年淀川洪水浸水区域図
資料提供：国土交通省淀川資料館

京都

大阪



大阪市内の被害

流失後の天満橋
（左岸より右岸を望む）

東成郡網島
大長寺裏切口
（わざとぎれ）

（写真提供 ： 国土交通省淀川資料館 ）

自二日至四日ノ間ニ於テ淀川、土
佐堀川、堂島川、安治川、木津川
ニ架シタル著大ノ諸橋ハ僅ニ難波
橋北部ヲ殘シ盡ク相踵テ流出尚
東橫堀川其他ヲ合セテ市街三十
二橋ヲ失ヒタリ



当時の天気図

原典：気象庁「天気図」

加工：国立情報学研究所「デジタル台風」

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital-
typhoon/weather-chart/

明治18年6月17日の天気図

数日間、活発な梅雨前線

夜間に淀川が決壊

同月中の降水量が嵩む

7月初めに大阪市内の橋が流失

http://agora.ex.nii.ac.jp/digital


天神川天神川

不動川不動川

淀川大洪水関連図
地理院地図（電⼦国⼟Web）の衛星画像
最新分に本稿に関係する地名を標記した
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伊加賀村の変遷

1 2 3

4 5



洪水の後の伊加賀村

意賀美神社奉納絵馬 資料提供：枚方市教育委員会
（実物は市立枚方宿鍵屋資料館に常設展示）

和船外輪船

洪水碑

決壊地点

鍵屋

意賀美神社



現地を歩く



当時の社会状況
松方デフレ

西南戦争による戦費調達で生じたインフレ解消が急務
大蔵卿松方正義がデフレ誘導政策を断行
繭の価格や米の価格などの農産物価格の下落
農村の窮乏を招来

激化事件 （自由民権運動の過激化）

明治14年 秋田事件
明治15年 福島事件
明治16年 高田事件
明治17年 群馬事件、加波山事件、秩父事件、

飯田事件、名古屋事件
明治18年 大阪事件



庶民の貧窮 ①

甚キ部分ハ河内南方ノ各郡
（古来河内木綿ト稱シ世ニ行
ハレタル産物ヲ出ス所ニ係
ル）泉摂両國沿海ノ部落（農
耕ノ傍ラ漁業或ハ街賣又ハ
土工稼等ニ従事スル者多ク
其地況ハ年々多少ノ水旱災
ヲ免レサル新田村落多キニ
居ル）トス



庶民の貧窮 ②

畢竟農民ハ數年閒ノ豐饒
ニ慣レ漸ク奢侈ニ流レ敢テ
備虞ノ念ナカリシノ致ス所
其窮民ヲ見ルニ十中七八
ハ惰民ニシテ平生餘資ヲ
存スルノ思念ナキ輩ニ有



琵琶湖疏水

蹴上インクライン
ねじりまんぽ

第1疏水
総額125万円

明治18年 着工

明治23年 完成

明治24年 蹴上発電所運転開始

蹴上インクライン運転開始

明治28年 京都電気鉄道運転開始

第2疏水
明治41年 着工

明治45年 完成

蹴上浄水場設置



五代友厚・藤田傳三郎の請願書



請願書 ①

琵琶湖疏水ノ一事ハ他日竣
功ノ上ハ直接ニ当府下水理
上ニ影響ヲ與フベク而カシテ
今般ノ水災ニ於テハ毫モ関
係ヲ有セザルハ言ヲ俟タザル
所ナルモ的面這回ノ水災ニ
遭遇セルニ於テ右疏水ハ果
シテ當府下ニ害ヲ及ボスベキ
ヤ否ヤ将其害ノ深浅如何トノ
講究ヲナシ之ニ處スルノ道ヲ
求ムルハ決シテ忽カセニスベ
カラザルコト

當地ノ商業上ニ
及ボセル禍害モ
亦一ニシテ足ラ
ズ眼前四區内ニ
シテ倉庫ニ蓄積
セル商品ヲ浸サ
レタル價値ハ槪
算百万圓以上ニ
シテ



請願書 ②
内務省ヨリ派出セラレタル
技師田邊某氏ニ於テハ此
疏水ニ就キ大阪府下ニハ
幾分ノ害ヲ輿フベキモ之ヲ
防止スルノ道ヲ盡セバ即
チ其害ヲ免カレ得ベシトノ
見込ナリト云ヒ



請願書 ③

内務省御雇蘭國人デ
レーキ氏ハ有名ノ水理
博士ニシテ嘗ツテ淀川
流域ニ係ル御用ヲ担任
シ數年間淀川水理上ニ
従事シ最モ實際ニ明ラ
カナル人タリ

同氏ガ精確ナル測定ヲ
得テ障害ノ有無深浅ニ
係ル疑義ヲ決シ実ニ進
止ヲ定ムルノ外ナシト
思考セリ



蹴上インクライン／田辺朔郎



蘭人、デ・レーケ



明治151年でも
明治150年?

ともかく明治時代が
共通テーマです

他の講座にもお越しください



大阪府公文書館

展示室のようす

正庁の間


